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エキゾチックハドロンとは、通常のハドロンと異なり qqq または qq̄ 以外の内部構造を持つ状態
である。昨年 2021 年に LHCb Collaboration によって観測された Tcc は、エキゾチックハドロ
ンの例として注目されている [1]。エキゾチックハドロンがとりうる内部構造の 1つとして、ハド
ロンがその自由度を保ったまま弱束縛したハドロン分子状態が考えられる。ある状態におけるハ
ドロン分子状態の割合は、複合性 X で定量的に表すことができる [2]。我々は、有効場の理論を
用いて構築した模型での複合性 X を評価し、Tcc の内部構造を議論することを目標とする。
Tcc の内部構造を記述するために、D0D∗+ 散乱と離散固有状態であるコンパクトなテトラ
クォークとの結合のみを持つ模型を構築する。この模型におけるパラメタはカットオフ Λ、結合
定数 g0 と、散乱の閾値から測った離散固有状態のエネルギー ν0 の 3つである。ここでは π 中間
子交換を考え、Λ = 0.14 [GeV]と固定する。ν0 と g0 の関係は、Tcc の束縛エネルギー B を仮定
することで得られる（図 1左）。ν0 は、複合性の定義域と有効場の理論における制約から決まる
範囲 −B ≤ ν0 ≤ Λ2/(2µ)から自由に選ぶことができる。我々は、この模型における X を ν0 の
関数として計算した結果、ほとんどの ν0 においてハドロン分子成分が支配的（X ≥ 0.5）である
ことを示す（図 1右）。このX の振る舞いは、ν0 が −B から離れるにつれてより強い結合が必要
になる（図 1左参照）結果 D0D∗+ 成分が多くなることから説明できる。
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図 1 −B ≤ ν0 ≤ Λ2/(2µ) の範囲での ν0 の関数としての g20（左）と複合性 X（右）。ただ
し、B = 360 [KeV]、カットオフ Λ = 0.14 [GeV]とする。


